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１
月
８
日
、
平
成

29
年
吉
備
中
央
町
成

人
式
が
き
び
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
新
成
人

対
象
者
は
１
１
３
名

で
、
う
ち
92
名
が
振

り
袖
や
ス
ー
ツ
、
羽

織
は
か
ま
な
ど
の
正

装
に
身
を
包
ん
で
出

席
し
、
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
本
町
長
か
ら
新
成
人
に
対
し

「
何
事
に
も
勇
気
を
持
っ
て
、
自
分
の
道
を
切

り
拓
い
て
ほ
し
い
。
将
来
、
皆
さ
ん
が
、
ふ
る

さ
と
に
心
を
寄
せ
、
吉
備
中
央
町
を
発
展
さ
せ

る
原
動
力
と
な
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
」

と
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
、

新
成
人
代
表
の
石
井

友
理
さ
ん
（
納
地
）

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
難
波
町
議
会

議
長
か
ら
も
お
祝
い
の

言
葉
が
添
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
山
﨑
弘
太
郎
さ

ん
（
竹
部
）
が
、
新
成
人
の
代
表
と
し
て
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
新
成
人
の
代
表
８
名
で
構
成

さ
れ
た
実
行
委
員
会
の
企
画
に
よ
る
交
歓
会
が
開
催

さ
れ
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

頂
い
た
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
と
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門
出
に
対
し
、
こ

の
よ
う
に
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
よ
り
お
祝
い
や
激
励

の
言
葉
を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ
り
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

新
成
人
を
代
表
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
今
日
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、
決
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地

域
の
皆
様
方
、
苦
楽
を
共
に
し
た
友
人
、
そ
し
て
何
よ
り

二
十
年
間
私
た
ち
の
一
番
近
く
で
見
守
り
、
力
強
く
育
て

て
下
さ
っ
た
両
親
の
お
か
げ
以
外
に
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
皆
様
と
の
出
会
い
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
成
人
を
迎
え
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
は
過

去
最
多
と
な
る
41
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

吉
備
高
原
車
い
す
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
も
出
場
さ

れ
て
い
る
陸
上
車
い
す
男
子
、
佐
藤
友
祈
選
手
が
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
初
出
場
で
二
つ
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た

こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
メ
ダ
ル
の
た

め
に
長
い
時
間
、
努
力
し
、
全
て
を
出
し
尽
く
す
。
そ
ん

な
胸
を
熱
く
さ
せ
る
名
勝
負
か
ら
は
感
動
と
と
も
に
、
多

く
の
学
ぶ
べ
き
点
を
得
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
社
会
に
出
て
働
い
て
い
る
者
、
勉
学
に
取
り

組
ん
で
い
る
者
と
様
々
で
す
が
、
大
人
と
し
て
、
社
会
の

一
員
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
責
任
の
あ
る
言
動
を

し
、
強
い
自
分
の
意
思
を
持
ち
、
魅
力
の
あ
る
成
人
と
な

る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
日
の
感
激
と
幸
せ
を
深
く
胸
に
刻
み
、
吉
備
中
央
町

民
と
し
て
胸
を
張
り
、
毎
日
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆
様
の
お
力
添
え

が
必
要
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
新
成
人
代
表

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新成人の皆さん

晴
れ
着
姿
に
彩
ら
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
新
た
な
門
出

�
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平
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29
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町
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～
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誓
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ば
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平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
よ
り
４
億
１
，

８
２
８
万
円
増
の
93
億
６
，７
３
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出

決
算
額
は
、
３
億
２
，８
４
９
万
円
増
の
89
億
１
，６
７
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
大
和
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
、
企
業
誘

致
関
連
工
事
等
普
通
建
設
事
業
費
が
伸
び
た
こ
と
、
ま
た
「
町
が
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
た
め
の
総
合
的
な
指
針
と

な
る
第
二
次
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
こ

と
、
そ
し
て
、
地
方
創
生
関
連
の
交
付
金
を
活
用
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
し
、
子
育
て
支
援
、
移
住
・
定
住
対
策
な
ど
を
拡
充
し
て
取

り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、
遊
休
地
の
有
効
活
用
と
地
球
温
暖
化
対
策

に
も
寄
与
す
る
太
陽
光
発
電
所
が
順
次
稼
働
し
、
現
在
、
安
定
し
て
売
電

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
は
、
そ
の
収
入
の
一
部
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
、
子
育
て
支
援
、
若
者
定
住
対
策
の
財
源
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
も
順
調
に
伸
び
、
米
づ
く
り

農
家
応
援
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
、
そ
し
て
こ
の
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で
、
前
回
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
と
比
較
し
、

１
，０
８
３
人
、
率
に
し
て
８
・
３
％
も
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
地
方
交
付
税
が
今
後
削
減
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

一
方
で
、
扶
助
費
や
社
会
保
障
費
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
は
、

年
々
増
加
し
、
町
の
財
政
状
況
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
町
で
は
、
財
政
運
営
適
正
化
計
画
を
作
成
し
、
町
の
将
来
を
見
通
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

その他
41,081円
議会・災害復旧・

観光振興・積立金など

農林業費
86,987円

農業・畜産の振興など

消防費
24,155円

火災・災害の対応など

総務費
144,152円

地域振興・財産管理など

土木費
53,453円

道路・住宅の整備など

教育費
64,140円
学校・公民館・

図書館の運営など

公債費
110,498円

借入金の返済

衛生費
53,121円

保健衛生・廃棄物の収集、
処理など

民生費
159,154円

高齢者・児童の福祉など

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入、寄附金、
諸収入
6億5,060万円 （7.0％）

町税 11億5,680万円 （12.3％）

町債
6億9,548万円

（7.4％）

自主
　財源

依存財源

地方交付税 45億6,564万円
（48.7％）

国庫支出金
5億7,539万円 （6.1％）

県支出金
8億6,291万円

（9.2％）

繰入金 3,802万円 （0.4％）

繰越金 3億6,077万円
（3.9％）

地方譲与税、地方消費税交付金
自動車取得税交付金等
4億6,172万円 （5.0％）

歳入
93億

6,733万円

一般会計 町民１人当たりの予算   736,741円
こんなふうに使われました ●平成28年３月31日 現在　人口 12,103人

歳出

労働費 544万円 （0.1％）

議会費
1億318万円 （1.2％）

諸支出金
1億7,395万円 （2.0％）

災害復旧費
2,163万円 （0.2％） 総務費

17億4,467万円
（19.5％）

民生費
19億2,624万円
（21.6％）

89億
1,677万円

衛生費
6億4,292万円 （7.2％）

農林業費
10億5,280万円 （11.8％）

商工費
1億9,301万円 （2.2％）

土木費
6億4,694万円

（7.3％）

消防費
2億9,234万円

（3.3％）

教育費
7億7,629万円

（8.7％）

公債費
13億3,736万円
（14.9％）

一
般
会
計 

歳
入

一
般
会
計 

歳
出

● 特別会計決算額 （単位：万円）
特別会計 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額

国民健康保険 170,098 169,680 418
介護保険 202,440 196,781 5,659
後期高齢者医療 15,077 15,077 0
再生可能エネルギー事業 13,409 12,885 524
育英資金 2,103 956 1,147
診療所 3,090 1,982 1,108
簡易水道 45,618 45,510 108
下水道 19,052 17,272 1,780
農業集落排水事業 14,095 14,085 10
住宅新築資金等貸付事業 67 67 0
吉川財産区 2,405 110 2,295
大和財産区 186 41 145
賀陽財産区 2,437 158 2,279

計 490,077 474,604 15,473

上水道

※１ 収益的収入
34,701

※３ 資本的収入
1,038

※２ 収益的支出
32,244

※４ 資本的支出
2,738

2,457

△1,700

※１ 収益的収入とは、水道料金、受託
工事収益、預金利息等の収入をい
います。

※２ 収益的支出とは、水道事業の営業
活動に従事する職員の人件費、維
持修繕費、光熱水費や薬品等の消
耗品費、受託工事費や減価償却費
などをいいます。

※３ 資本的収入とは、国などからの借
入金や一般会計や他の会計からの
負担金、加入者分担金などです。

※４ 資本的支出とは、建設改良に従事
した職員の人件費、配水管敷設や
浄水場建設などの工事費、起債の
償還金などです。

※ なお、資本的収入額が資本的支出額
に対し不足する額は、減価償却費等
により生じる内部留保資金から補て
んされます。

平
成
27
年
度
吉
備
中
央
町�

決
算
報
告

特
集

▼出るお金・歳出
総 務 費…選挙や住基、徴税、財産管理などの経費
民 生 費…高齢者や障害者、児童などの福祉に関連する経費
衛 生 費… 老人・母子保健、予防接種、合併浄化槽、し尿・

ごみ処理などの経費
農林業費… 農林業の振興、農業用道路や水路、農村環境な

どの経費
商 工 費…道の駅管理運営、観光・総合会館事業などの経費
土 木 費…町道改良、舗装、住宅建設などの経費
消 防 費…消防団の運営、常備消防委託などの経費
教 育 費… 幼稚園、小中学校の管理、社会教育、生涯教育、

体育振興、文化財保護などの経費
公 債 費…町の借金である町債などを返済するための経費
諸支出金…財政調整基金、災害対策基金積立などの経費

▼入るお金・歳入
町　　税… 皆様が町に納めたお金で町民税、固定資産税、

軽自動車税、たばこ税など
繰 入 金…基金などの積立金を取り崩し繰り入れするお金
繰 越 金…前年度からの繰越のお金
地方交付税…国から町の財政力に応じて交付されるお金
国庫支出金…国が各種事業に補助金等として負担するお金
県支出金…県が各種事業に補助金等として負担するお金
町　　債… 事業を行うために、町が国などから借り入れた

資金
自主財源…町が自主的に収入できる財源
依存財源… 国や県などから定められた額を交付されたり割

当てられたりする収入

前
頁
グ
ラ
フ
用
語
解
説
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まちの話題まちの話題 ● 健全化判断比率について
　健全化判断比率とは、吉備中央町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するた
めの指標として「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定したものです。

指　　標 説　　明 早期健全化
基　　準

吉備中央町の数値
平成27年度決算 平成26年度決算

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計等における実質赤字額の標準
財政規模に対する比率 14.46 －

（黒字のため－と表示）
－

（黒字のため－と表示）

連結実質赤字
比 率

公営企業分（上下水関連）を含むすべ
ての公会計における実質赤字額（また
は、資金の不足額）の標準財政規模に
対する比率

19.46 －
（黒字のため－と表示）

－
（黒字のため－と表示）

実 質 公 債 費
比 率

一般会計等が負担する元利償還金等の
標準財政規模に対する比率 25.0 13.7 15.1

将来負担比率
公社や出資法人等を含め、一般会計等
が将来負担する実質的な負債の標準財
政規模に対する比率

350.0 56.6 71.6

※ 標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入される経常的一般財源の規模を示すもので、標準税収入
額等に普通交付税を加算した額。

※ 早期健全化基準とは、財政の健全化を表す指標で、これを超過すると財政は破綻に近づいていくことを表します。

　町では、財政状況を把握し明らかにするため、財政健全化法による財政健全化判断比率の指標を公表していま
す。平成27年度の財政状況は、いずれも早期健全化基準を下回っており、平成26年度より改善しています。

● 吉備中央町普通会計貸借対照表（平成27年３月31日現在） （単位：百万円）
資産の部（これまで積み上げてきた資産） 負債の部（将来世代が負担する金額）

金
融
資
産

資金（現金や預金の資産） 459
流
動
負
債

公債（地方債の翌年度償還予定額） 1,205
債権（税等の未収金、貸付金など） 194 短期借入金

（連結対象団体の短期借入金の残高） 31
有価証券（運用目的の有価証券） 0
投資等（出資金、基金など） 6,094 その他（賞与引当金など） 152

非
金
融
資
産

事業用資産
（庁舎や学校などの有形、無形固定資産） 15,418

非
流
動
負
債

公債
（地方債残高のうち翌年度償還予定額を除いた残高） 9,895

借入金（連結対象団体の長期借入金の残高） 0
引当金（退職手当引当金など） 1,301
その他 2

インフラ資産
（道路や水道などの社会基盤となる資産） 41,982 負債合計 12,586

資産合計 64,144
純資産の部（現在までの世代が負担した額）

純資産合計 51,558
負債・純資産合計 64,144

※四捨五入したため一致しない部分があります。

　町では、企業会計の考え方に基づき、発生主義、複式簿記を導入した地方公会
計制度により「貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計
算書」の財務諸表を公表しています。（吉備中央町ホームページなど）
　これにより、公正な評価による資産や負債の蓄積状況など、実際に現金の支出
を伴わない隠れたコストも把握することができます。
　上の表は、４つの財務諸表のうちのひとつで、バランスシートとも呼ばれる貸
借対照表です。町が所有している資産や、これから返済していかなければならな
い地方債などの負債がどれくらいあるのか、確認することができます。

社会参加促進功労者表彰

　12月６日、中央講堂庁
舎（東京都）で社会参加促
進功労者表彰式が開催され
ました。
　この賞は、身体障害者ま
たは知的障害者の社会参加
の促進のため、率先して障
害者対策を実施し、その内容が特に顕著な方や団
体に贈られるもので、パナソニック吉備株式会社
が受賞されました。
　同社は、「障害者の自立を促進しその福祉向上と
地域振興に資する」ことを理念として、長きにわ
たり主に障害者による社会貢献活動の推進や岡山
吉備高原車いすふれあいロードレースなどをはじ
めとする、障害者スポーツの振興やテニスコート
の整備など、地域とともに障害者の社会参加促進
に取り組んでおり、これらの取り組みが評価され、
今回の受賞となりました。おめでとうございます。

2016年国際交流
� ウェルカムパーティ開催

　11月20日、国立吉備青少年自然の家で、町
国際化推進協会主催の2016年国際交流ウェル
カムパーティが開催されました。町内に在住し
ている海外移住者を招待し、交流を深める場と
してダンス、ビンゴゲーム大会、カラオケ大会
が行われました。今回は、「ダンスパーティ」
をテーマにフォークダンス、レクリエーション
ダンス教室の皆さまにお越しいただき、バハ
マ・ママ、365日の紙飛行機などを教えてもら
い、みんなで輪になって踊りました。テンポの

速い曲でも合わせて踊
ると自然と一体感が生
まれ、笑顔の溢れる
パーティとなりまし
た。

美しく色づいた町内を散策

　11月20日、町内最高峰の大平山で町観光協会主催のハイキ
ング大会がありました。当日は天候が心配されましたが、出
発式後は天候も好転し、町内外から集まった約200名の参加
者が、ゴール地点の大平山いこいの森までの紅葉を楽しみな
がら歩きました。
　片道８キロあるハイキングコースの途中にある、大平山の
豊かな自然と主基田や天福寺にある大銀杏樹などの重要文化
財を満喫され、頂上では地元ボランティアの方々がお弁当や豚汁、つきたて餅を振る舞いました。

　吉備高原都市内では、同日に吉備高原都市内事業所連絡
会主催の第５回吉備高原フットパスウォーキングが開催さ
れ、町内外から約36人が参加しました。当日は、吉備プラ
ザを出発し、吉川八幡宮、国立吉備青少年自然の家など約
８キロのコースを散策しました。また、コースの途中では大
好評のイノシシ汁とおにぎりが振る舞われ、参加者たちは
美しい紅葉を感じるとともに、地元料理を満喫していました。

貸借対照表を
町民一人当たり換算すると
平成27年３月31日現在
人口　12,284
 （単位：万円）

資　産 522
負　債 102
純資産 420
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第13回ふれあい芸能発表会

　芸能文化活動の振興や参
加者同士の交流を深めるこ
とを目的に11月27日、ロ
マン高原かよう総合会館
で、第13回ふれあい芸能
発表会が開催されました。
　発表会では、町内をはじ
め倉敷市、高梁市、総社市

などから178組が参加。参加者は、日頃の練習の
成果を披露し、会場からは温かい拍手が送られま
した。
　また、日本
コロンビア所
属の上川しほ
さ ん の 歌 謡
ショーも行わ
れました。

第２回吉備高原都市冬のイルミネーション
「へそナリエ」点灯式

　都市の賑わいづくりの創出に取り組むため、11
月26日に吉備高原都市センター区さんさん広場
で、冬の風物詩である吉備高原都市冬のイルミネー
ション「へそナリエ」の点灯式が行われました。
　当日は、カウントダウンを行った後、来場者350
名にプレゼントが配布されたほか、おしるこの無料
サービスもありました。また、特設会場でミニクリ
スマスライブが行われ、来場者は温かいおしるこ
を片手に冬の楽しいひと時を過ごしていました。

FOS少年団連盟の交流会

　普段は別々に活動している町内のFOS少年
団が、観光協会主催の大平山ハイキングに参加
して交流を図りました。
　11月20日に開催した今年の交流会には、
リーダーや団員など20名が参加しました。団
員たちは、他の参加者と一緒に元気にハイキン
グを行い、山頂では地元の方が作られた昼食を
おいしくいただき、下山後は木工体験活動や清
掃活動を行いました。
　参加者は、
この交流会
に参加して
FOSの 精 神
を改めて確
認しました。

自然薯祭り

　11月20日、吉備
高原都市センター区
さんさん広場で、第
19回自然薯祭りが
開催されました。当
日は、町内の生産者が丹精込めて作った自然薯
約1,000本を販売。訪れた多くの家族連れが自
然薯を買い求めていました。
　また、自然薯を使ったとろろめしやとろろう
どん、自然薯入りのお好み焼き、コロッケなど

の模擬店も並
び、来場者は
秋の味覚を堪
能していまし
た。

民生委員児童委員委嘱状伝達式並びに感謝状授与式
　12月９日、民生委員児童委員の委嘱状伝達式がきびプラザで行われ、厚生労働大臣からの委嘱状が58名の委
員へ山本町長から伝達されました。
新しい民生委員児童委員（敬称略）　任期　平成28年12月１日から平成31年11月30日

担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名
広面 友定　昭則 上竹（日名・宮後・上竹住宅） 花房三智子
上加茂 伊賀　幸子 上竹（加門・大村・正金・南・陰地） 見尾　次良
下加茂（保木・田中・大下・奥寄・安井・日南・倉庫町・梅原・梅原団地） 伊賀　博子 上竹（山神・月原） 平野　敦子
美原・下加茂（和中）・高谷（大谷） 杉山すみ江 上竹（田中） 大塚　郁夫
加茂市場・高谷（大高下） 時信　強志 納地 山﨑　達子
上野・平岡・高谷（木の実・長丸・高谷前） 遠部　　堅 豊野（挊信・矢野・吉倉） 土居　一晴
竹部下 永安　輝子 豊野（椿・東） 藤森ツヤ子
竹部上 小西伊津美 豊野（原・下市・江下羽田） 河原　成美
吉備高原都市（竹部・上野） 小田　　泉 竹荘（上岩村・総社） 住井　　豊
上田東（宮ノ前・大乢・東谷・湯武・柏尾貢・土井・実方） 髙島　幸子 竹荘（板屋・山田） 小虎　　勇
細田・三納谷 藤土　弘憲 竹荘（新谷） 文谷　　準
上田西 杉本眞由美 黒土 前田　恒夫
円城・ハートフル 伊賀　正子 田土（西・湯の尻・川西・川東・吉長） 大森　尚世
案田・上田東（実方） 綱嶋　繁海 田土（土生・宗兼・下田土・仁熊）・湯山（神原下） 幸田美亀夫
高富・神瀬 草地　之治 湯山（神原上・大岩・清水・茶屋・極楽寺） 髙見　　香
小森 黒田　良典 吉川（北正行・南正行・千木・布郡・小茂田） 古谷　和寿
上田東（畑ケ鳴）・御所・下加茂（加茂山） 吉永　謙一 吉川（藤田・西山・唐人山・西刈尾・西庄田） 坂井　　繁
富永 森本　政幸 吉川（東刈尾・吉川住宅・河内田）・黒山 西谷　信明
下土井 片山　菊江 吉備高原都市（吉川・湯山） 笹井　能子
和田 日浦　英子 北（山本・一ツ木・門・東山） 岡﨑　達雄
井原 仁枝　直子 北（山根・才道・店・野呂・池ノ砂・尾郷） 亀山　由美
豊岡下 片山　勝美 岨谷（井頭・石道・石井・大道・三穂） 佐藤　節子
大木・三谷 香山　　丹 岨谷（両谷・岨谷・大古屋） 難波　洋子
豊岡上 繁森　恒昭 宮地（大畑・南谷）・西（西山） 大月　節子
尾原（下尾原・町下・町中・町上・塚原・宮坂） 黒瀬冨美子 宮地（田和・中の谷） 石井　芳江
笹目・尾原（砂田下・砂田中・砂田上・千守・畝山） 鶴峯まさみ 西（原・実光・野伏・大沢・サンコーポ吉備） 孝本　和夫
福沢・溝部 津島　惠子 西（柏木・湯原・後湯原・二本木） 小倉　幸子
杉谷・粟井谷 湯浅　信子 主任児童委員 高藤　典子
主任児童委員 石井　靖子 主任児童委員 土居美江子

また今回の改選で退任された23名の方々に、厚生労働大臣感謝状並びに県知事感謝状が授与されました。
厚生労働大臣感謝状授与者（敬称略）

担当地区 氏　　名 経験年数 担当地区 氏　　名 経験年数
広面 有江　正夫  6年 上竹 石井　恵子 12年
上加茂 安井　　威 12年 豊野 酒井　啓介  6年
加茂市場・高谷 森元　　勇  6年 豊野 土井　一実  9年
上田東 佐藤登貴子 12年 田土・湯山 山本茂利穗  6年
細田・三納谷 福嶋　　明  9年 湯山 遠藤　末子  9年
下土井 中山　茂樹 12年 北 髙杉きよ子  6年
笹目・尾原 入澤　正夫  6年 北 難波智惠子  6年
上竹 野瀬　伴明  6年 西 釡垂　竹子  6年

県知事感謝状授与者（敬称略）
担当地区 氏　　名 経験年数 担当地区 氏　　名 経験年数

和田 亀森　　浩 ３年 竹荘 平井千惠子 ３年
杉谷・粟井谷 杉田　賴子 ３年 田土 山本かめ子 ３年
上竹 花房　泰子 ３年 主任児童委員 土井美知枝 ３年
上竹 福本　房子 ３年
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役場からのお知らせInformation from office
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消
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生

活
相
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が
お
受
け
し
ま
す
。
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密
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守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
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ず
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！！
（
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日
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付
可
）
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帯
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時
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生
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日時 ２月23日㈭　午前９時～正午

会場 吉川公民館 かもがわ
総合福祉センター

内容 行政・福祉相談 行政・福祉相談

●お問い合わせ先
　住民課　戸籍住民班 ☎0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所 ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所 ☎0867-34-1522

日　
に　
ち

会　
　
　
場
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月
７
日
㈫
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陽
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舎
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談
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月
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吉備中央町の下記施設の指定管理者が決定しました
　吉備中央町の下記施設の指定管理者については、平成28年12月吉備中央町議会定例会の議決を受け、次
のとおり決定しました。

吉備中央町火葬場
　１　指定管理者の名称及び住所
　　　　名　称　吉備中央会館N・JV（吉備高原リゾート㈱と㈱沼本組の共同企業体）
　　　　住　所　吉備中央町吉川7518－62
　２　指定期間
　　　　平成29年４月１日から平成34年３月31日までの５年間
　３　選定の方法及び理由
　　　　申請があったのは、現在の指定管理者である吉備中央会館N・JVの１団体のみでした。
　　　 　委員４名で構成する火葬場指定管理者選定審議会を開催し、過去５カ年における実績評価、並びに

次期指定管理に対して提出された申請書類の審査を面接と共に実施し、引き続き指定管理者として選
定することが適当と判断されました。

　４　その他
　　　 　火葬場の使用申請につきましては引き続き「吉備中央会館N・JV」（☎0866－56－6266）にご連

絡ください。

お問い合わせ先 　住民課　生活環境班　☎0866－54－1316

吉備中央町地域特産物総合交流促進施設
　１　指定管理者の名称及び住所
　　　　名　称　株式会社 吉備高原サツキ育英会　　住　所　吉備中央町上竹2065
　２　指定期間
　　　　平成29年４月１日から平成34年３月31日までの５年間
　３　選定の方法及び理由
　　　 　募集を行ったところ、申請があったのは、現在の指定管理者である（株）吉備高原サツキ育英会の

１団体のみでした。
　　　 　「適正な管理のための基本的な考え方」、「経営組織の安定性」、「管理・運営に関する基本計画」及び

「指定管理料（提案額）」などの審査項目について所管審査の結果、引き続き指定管理者として選定す
ることが適当と判断されました。

お問い合わせ先 　農林課　農業振興班　☎0866－54－1318

お達者広場
　吉備中央町円城540－4
　（かもがわ総合福祉センター裏）
生きがい支援センター
　吉備中央町竹荘541
　（デイサービスセンターしらさぎ隣）

日　時 会　場 申込期限

２月12日㈰
10時～正午 お達者広場 ２月７日㈫

３月12日㈰
10時～正午

生きがい
支援センター ３月７日㈫

1011 2017.２月号　広報 広報 　2017.２月号
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新成人の皆さんへ

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られ
た仕組みです。日本国内に居住している20歳から60歳までのすべての方が、国民年金の被保険者となります。
20歳になったら、すでに厚生年金や共済年金に加入されている方（第２号被保険者）とその配偶者（第３号
被保険者）を除き、国民年金第１号被保険者の加入手続きをすることが必要です。

国民年金のポイント
■ 将来の大きな支えになります
　　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
■ 老後のためだけのものではありません
　 　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や

事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により
生計を維持されていた遺族（「子のある妻」や「子」）が受け取れます。

国民年金加入手続きと、その後の流れ
①「国民年金資格取得届」を提出してください。
　 　20歳の誕生日前に年金機構からお送りする「国民年金資格取得届」に必要事項を記入し、役場または年

金事務所に提出してください。
②「年金手帳」が届きます。
　　保険料納付の確認や、将来年金を受け取る際に必要です。大切に保管してください。
③「国民年金保険料納付書」が届きます。
　 　金融機関、コンビニエンスストアなどで保険料を納めてください。また、口座振替やクレジット納付も

可能です。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
■ 「学生納付特例制度」
　 　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶

予される制度です。
　 　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学

校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
■ 「納付猶予制度」
　 　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が

猶予される制度です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年金額には
反映されません。しかし、収入を得られるようになり、保険料の納付が可能になった時に「追納制度」をご
利用いただけば、将来受け取る年金を増額することができます。

お問い合わせ先 　住民課　戸籍住民班　☎0866－54－1316

マイナンバー（個人番号）通知カードを紛失してしまったら…
　平成28年１月以降、町役場や勤務先などで確定申告、扶養申請、児童手当、
その他給付などの手続きをする場合、マイナンバーの提示を求められています。
　通知カードを紛失、焼失または破損などの理由により、マイナンバーが不明の
場合、以下の方法により、ご自身のマイナンバーを確認することができます。

種　　類 特　　徴 手続きに必要なもの
①通知カード再交付申請
　（有料）

・ 再交付申請受付から３～４週間
後に、住民票の住所宛に転送不
要の簡易書留で郵送されます。

・ 本人確認書類としては使用でき
ません。

１．通知カード再交付申請書
　　（役場窓口にあります）
２．再交付手数料　500円
３．本人確認書類※

４．印鑑
５． 紛失、焼失または破損したことが確認でき

る書類（紛失届等）
◎ 代理人の方が再交付申請手続きを行う場合は

上記１〜５の書類に加え、委任状と代理人の
本人確認書類も必要です。（申請者本人が来
庁しない場合でも、申請者の本人確認書類※

が必要となります）

② マイナンバー入りの住
民票の取得

・ 本人又は同一世帯員の方が申請
に来られると即日交付できます。

　 （同一世帯員以外の代理人の場
合、ご本人の住所宛に郵送させ
ていただきます）

１．交付申請書（役場窓口にあります。）
２．手数料　200円
３．来庁される方の本人確認書類※

４．印鑑
◎窓口で使用目的をお伺いします。
◎ 代理人の方が申請手続きを行う場合は、委任

状が必要です。

③ マイナンバーカード（個
人番号カード）の交付
申請（初回無料）

・ 申請から約１か月後、マイナン
バーカードは役場に届きます。
役場から交付通知が届きました
ら、必要書類を持って受け取り
にお越しください。

・ 顔写真が付いており、本人確認
書類としても使用できます。

・ 電子証明書が標準的に搭載され
ています。

１． 個人番号カード交付申請書（通知カードに
同封されていたもの、もしくは役場窓口に
あります）

２．写真（縦4.5cm×横3.5cm）
３．印鑑
◎ 申請書は、通知カードに同封されていた返信

用封筒で、直接カード発行事業者へ郵送して
ください。

※本人確認書類について（原本をご持参ください）

１点でよいもの
【顔写真つき】

運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（写真付き）、身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳、在留カード、特別永住者証明書、運転経歴証明書（平成24年４
月１日以降に交付されたもの）など

２点必要なもの
【顔写真なし】

健康保険又は介護保険の被保険者証、医療受給者証、各種年金証書、生活保護受給者証、児
童扶養手当証書、本人名義の預金通帳、民間企業の社員証、学生証など

お問い合わせ先 　住民課　戸籍住民班　☎0866－54－1316

おもて面 うら面
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町県民税の申告（所得税の確定申告）について
■ 町県民税の申告（所得税の確定申告）期限は、３月15日です。
■ ２月16日から３月15日まで各地区で申告相談を行います。
　平成29年度町県民税の申告書（平成28年分所得税の確定申告書）の提出期限は、平成29年３月15日㈬までとなって
います。申告をしなければならない人は、平成28年中（１月１日～12月31日）の所得金額等を正しく計算し、早めに申
告しましょう。
　２月16日〜３月15日まで各地区で申告相談及び申告書の受付を行いますのでご来場ください。各地区の日程及び申告
に必要な準備、書類等については、この広報きびちゅうおう２月号に併せて配布している日程表をご覧ください。

所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方
　給与所得がある方
　①　給与の収入金額が2,000万円を超える方
　②　 給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計

額が20万円を超える方
　③　 給与を２か所以上から受けていて､ 年末調整をされなかった給与の収入金額と各種の所得金額（給与所得、退職所

得を除く）の合計金額が20万円を超える方など
　公的年金を受給されている方
　 　公的年金等に係る雑所得の金額から所得控除を差し引くと、残額がある方（公的年金の収入金額が400万円以下で、

かつ、公的年金等に係る雑所得以外の各種の所得金額が20万円以下である場合については、確定申告の必要はありま
せん。確定申告が必要ない場合であっても、還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。）

　上記以外の所得のある方
　 　事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方、土地・建物等の譲渡所得があった

方、株式の譲渡所得等があった方で、各種の所得金額の合計額から雑損控除その他の所得控除の合計額を差し引き、その
金額を基として計算した税額が配当控除額と年末調整の際に控除を受けた住宅借入金等特別控除額の合計額を超える方

町県民税の申告が必要な方
　 　上記の「所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方」以外で、平成29年１月１日現在、吉備中央町内に居住し、

次に該当する方は、吉備中央町へ町県民税の申告書の提出が必要です。
　◇　給与収入がある方で、
　　○　年末調整した給与以外に各種所得がある方。
　　○　平成28年中にアルバイトやパートなどをしていた方で、収入金額が93万円を超える方。
　◇　公的年金等の収入のみがあり、配偶者・扶養控除等を受けたい方で、
　　○　平成29年１月１日現在の年齢が65歳以上で、年金収入額が148万円を超える方。
　　○　平成29年１月１日現在の年齢が65歳未満で、年金収入額が98万円を超える方。
　◇　 事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方、土地・建物等の譲渡所得があっ

た方、株式の譲渡所得等があった方。
　◇　その他地方税法の規定により申告が必要な方。
　〔注〕 　所得税の確定申告及び町県民税の申告の必要のない方（所得のない方を含む。）でも、国民健康保険又は後期高齢者医療制度に

加入されている世帯の世帯主並びに被保険者の方は、税額（保険料）軽減等の算定に必要となりますので、町県民税申告書（兼国
民健康保険税・後期高齢者医療保険料申告書）の提出をお願いします。

　　　 　また、平成29年度中に所得証明書（所得額が０円のものを含む。）等が必要となる方は、町県民税申告書を提出してください。

２月16日・17日の２日間は、税務署と合同で申告相談会を行います
　 ２月16日㈭・17日㈮の２日間は、下竹荘公民館（湯山1002）において、町内全域の方を対象に岡山西税務署と合同

で申告相談及び申告書の受付を行います。営業等・不動産・配当所得、土地建物・株式の譲渡所得等がある方は、でき
るだけこの２日間にお越しください。

申告相談に来られる際の注意点（お願い事項）
　◇　 申告相談にお越しの際は、この広報紙と一緒にお配りしている「申告相談日程表」の裏面をよくお読みいただき、

所得額の計算に必要な事前準備をしていただくとともに、持参いただく書類等をよく確認のうえご来場ください。

　◇　 毎年収支内訳書の作成に時間がかかり、申告相談会場で順番をお待ちいただく時間が長くなっていますので、事前
作成のご協力をお願いします。収支内訳書の作成が難しい方は、領収書や通帳など収入金額と支出金額が分かるも
のを整理のうえご持参ください。農業所得のある方は、この広報紙と一緒にお配りしている「農業所得収支整理ノー
ト」に記入してご持参ください。

　◇　 医療費控除を受ける方は、支払った医療費の領収書等を受診者別に仕分け、金額の集計を必ず行ってご持参ください。
　ご不明な点がありましたら、次へお問い合わせください。

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

軽自動車の手続きはお早めに
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車等を所有（登録）されている方に課税されます。
　他人に譲った、壊れたので廃棄した等、車の所有者でなくなった場合には名義変更や廃車の届出をする必要があります。
そのままにしておくと実際は所有していないのに課税されてしまいます。
　また、新しく車を購入・譲り受けた場合も登録手続きが必要です。
　※諸手続きを自動車販売店等に委託された方は、委託先に手続きの完了をご確認ください。

申告窓口
　※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） 軽自動車検査協会　岡山事務所（岡山市北区久米177番地3）
☎050－3816－3084（コールセンター）

軽二輪（125cc超250cc以下） 中国運輸局　岡山運輸支局（岡山市北区富吉5301番地5）
☎050－5540－2072（ヘルプデスク）二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車
小型特殊自動車 吉備中央町住民課・加茂川総合事務所・吉川支所・大和支所・井原出張所

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

平成29年度に野猪等被害防止事業を共同で計画されている方へ
　イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害に対し、共同（３戸以上）で防護柵（電柵・ワイヤーメッシュ等）の設置を計
画される方は、国・県への補助申請のため事業要望の取りまとめを行いますので、下記により農林課までご連絡をお願い
します。
　なお、個人施工による設置を計画されている方は、４月以降に申請の手続きを行ってください。
１．報　告　内　容　 集落名、代表者の住所、氏名、電話番号、受益者数、仕様、施工地番、計画延長（ｍ）をご連絡く

ださい。
２．報　告　期　限　平成29年２月24日㈮
　（参考）補助内容については、次のとおりです。

補助金の名称 仕　　様 補助基本額 補 助 率

野猪等被害防止
事業補助金

トタン・ワイヤーメッシュ １ｍあたり500円以内

補助基本額、または原材料費の
いずれか低い額の２/３以内

電気柵 １ｍあたり125円以内
（１段あたり）

防護ネット １ｍあたり200円以内
防鳥ネット １㎡あたり100円以内

お問い合わせ先 　農林課　林業振興班　☎0866－54－1318
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役場からのお知らせ
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＊２月の課題は「こたつ」、３月の課題は「泣く」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に在住在勤
の方はどなたで
も応募できます。

あ
ら
く
さ
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成
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月
秀
句
　
題
「
運
」�
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津
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公
民
館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

２月２日㈭ 豊　野 男性の料理教室 午前９時30分～　参加費100円

２月３日㈮ 津　賀 脳トレカフェ☆はじめての川柳 午後１時30分～　受講料100円　要申込

２月５日㈰ 上竹荘 防災教室 午前９時30分～

２月６・20日㈪ 上竹荘 はじめての太極拳 午後１時30分～　シューズ持参

２月９日㈭ 御　北 ヨガ＆クッキング～本場のインドカレー～ 午前10時～　参加費500円　申込〆切１/31

２月24日㈮ 御　北 長田人生大学修了式＆第４回講座 午前９時～　長田ふれあいセンター　講演会：認知症予防講座

２月24日㈮ 豊　野 豊稔大学閉講式 午前10時～　社会福祉協議会によるお話

２月25日㈯ 津　賀 プリザーブドフラワーでコサージュ作り 午後１時30分～　材料代1,000円　申込〆切２/17

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー 吉備中央町企業紹介冊子への掲載募集について　　
　町では、町内の雇用促進や若者の定住促進を目的として、町内外の多くの若者など就業を希望される方に、町内の企業
情報（仕事内容・雇用条件等）を知っていただくため、町内で求人を行う予定のある企業の紹介冊子を作成いたします。
　つきましては、冊子へ掲載を希望される企業の方は、募集要項及び記入要領（町HP掲載）をご覧のうえデータでご提
出ください。
　なお、完成した冊子は岡山県内の高等学校や高梁公共職業安定所・岡山公共職業安定所、I・Uターン希望者等へ配布を
予定しております。
　ご不明な点、ご質問がございましたら、下記までお問い合わせください。

募集要項
掲 載 対 象：本年４月以降、吉備中央町内で就業する従業員（パート・アルバイト含む）を求人予定の企業・事業所等
募集締切日：２月３日㈮
提出データ：①掲載原稿（必ず記入要領（町HP掲載）をご覧のうえ作成ください）
　　　　　　※ 町ホームページに、様式を掲載していますのでダウンロードをお願いします。様式のデータの送付を希望

される場合は、定住促進課までメールで連絡をお願いします。
　　　　　　②写真データ　２枚（事業所の外観等１枚と作業工程、製品、職場の様子等１枚の写真をお送りください）
提 出 方 法：提出データをE-mail又は記憶媒体（CD-R）で定住促進課へご提出ください。
　　　　　　メール：teijyu@town.kibichuo.lg.jp
　　　　　　メール送付後、到着確認のため下記までお電話をお願いします。

お問い合わせ先 　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

未来を拓く地域資源の見つけかた
～備前県民局管内移住フォーラム～

　備前県民局管内の市町では、子育て世代が生活しやすい環境づくりや移住支援、定住対策に取り組み、定住促進
と地域活性化を図っています。
　このたび、管内の市町が共同で、移住フォーラムを開催することとなりました。
　移住専門誌アドバイザーのお話や、各地域の地域資源発見の取り組みを知って、
地域の魅力について改めて考えてみませんか？
日　時 　２月23日㈭　午後１時～ 受付開始　午後１時30分 開会
場　所 　きびプラザ３階　ホール（吉備中央町吉川4860－６）
当日スケジュール

　13：00 受付開始　13：30 開会
　13：40 講演会　テーマ「未来を拓く地域資源の見つけかた」　講師：藤原　明文
　14：55 パネルディスカッション　テーマ「地域資源の活用事例と課題」
　 コーディネーター：藤原　明文
　 パネリスト　菊地　友和（瀬戸内市裳掛地区集落支援員）
　 　　　　　　飯豊　　信（和気町移住相談員）
　 　　　　　　清家　彩菜（備前市NPO法人備前プレーパーク運営事務）
　 　　　　　　竹本　敬明（吉備中央町地域おこし協力隊）
　16：10　閉会
申し込み方法 　電話、FAX又はメールにて、参加者のお名前と電話番号をお伝えください。

 （締切）２月15日㈬
申 し 込 み 先 　電話：0867－34－1116　FAX：0867－34－0401　メール：teijyu@town.kibichuo.lg.jp

お問い合わせ先 　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

講師・コーディネーター
藤原　明文
総務省地域力創造アドバイザー
として地域コーディネーター業
務やコミュニティビジネス支援
といった地域活性化支援を行う。
また、移住専門誌「TURNS」等
全国紙の企画・編集・戦略アド
バイザーとしての役割も担い、
地域活性化に関連した講演会、
地域おこし協力隊フォロープロ
グラム等実績は多岐にわたる。

参加
無料
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出会いの

扉

新着図書紹介
 館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 館

絵
　
　
　
本

ねこいるといいなあ

キスはまほう

なになになあに？

こわい、こわい、こわい？

いのちのはな

パンダなりきりたいそう

佐野洋子／講談社

サラ・マッシーニ／フレーベル館

田代　卓／フレーベル館

カトリーン・シェーラー／西村書店

のぶみ／KADOKAWA

いりやまさとし／講談社

か
か
か
ロ
ロ
ロ

児
　
童
　
書

わたしたちのカメムシずかん

しもばしら

新・新装版 わかる！できる！おやこ手話じてん
聖の青春 病気と戦いながら将棋日
本一をめざした少年
かんたん！たのしい！トランプあそび

ドラえもん科学ワールド エネルギーの不思議

鈴木海花／農文協

伊地知英信／岩崎書店

東邦出版

大崎善生／KADOKAWA

大野啓子／高橋書店

藤子プロ／小学館

か
か
か
ロ
ロ
ロ

一
般
実
用
書

はい。赤ちゃん相談室、田尻です。

そば＆まちづくり

あんこのことがすべてわかる本

僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。
奇跡の醤 陸前高田の老舗醤油蔵八
木澤商店再生の物語
ほったらかし煮込みレシピ

田尻由貴子／ミネルヴァ書房

鈴木克也／エコハ出版

芝崎本実／誠文堂新光社

出雲　充／ダイヤモンド社

竹内早希子／祥伝社

新田亜素美／大和書房

か
か
か
ロ
ロ
ロ

一
般
読
み
物

夜行

草花たちの静かな誓い

蛇行する月

黒い巨塔 最高裁判所

ドッグファイト

わたしの宝石

森見登美彦／小学館

宮本　輝／集英社

桜木紫乃／双葉社

瀬木比呂志／講談社

楡　周平／KADOKAWA

朱川湊人／文藝春秋

か
か
か
ロ
ロ
ロ

★ おいでおいで（乳幼児対象）
 毎月第２・第４木曜日　午前10時30分〜10時50分

 9日㈭　かもがわ図書館　　　　
23日㈭　ロマン高原かよう図書館

★ 講座
「捨てるから始めない　あなたに合った片づけ」
３/５㈰　ロマン高原かよう総合会館  女性青年活動室

講師：中桐真希子（ライフ オーガナイザー）

毎月の行事

２月の休館日 かもがわ図書館 ☎ 0867－34－1115
  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866－54－1331
  0866－54－1311

図
書館だより 2017 年２月号

 6日   11日
13日〜22日
27日

   オススメした職員　山田敬子

『１つぶのおこめ  さんすうのむかしばなし』
 デミ／作　さくま ゆみこ／訳　光村教育図書  か

「国中でとれた米は、さし出せ！」
実った米をめしあげる、傲慢な王の命令
で、どんどん弱っていく民。王をこらし
め人びとを助けるために、村娘ラーニが
たてた計画とは？無知な王と娘の知恵対
決！驚きの結末が痛快なインドのおはな
し。

おもしろかったけん、まあ 読んでみられぇ！

『先生、洞窟でコウモリとアナグマが同居しています！』
 小林朋道／著　築地書館  ㋺

好奇心と執着でどこまでも突き進む鳥取環境
大学の小林朋道教授のゆかいな動物記。生き
物への愛情が尋常でない。人と野生動物、同
じ地に生きる仲間としてうまく共生していく
術はないものか。彼らの“言い分”も聞いてみ
てはどうだろう。小林教授が代弁してくれる。

布絵本
吉備中央町お針子会
のみなさんの作品

おりがみ
ファンタジー
吉川の池田幸三
さんのおりがみ
ガーデン

白雪姫とこびとたち
手芸大好きおばあ
ちゃんの作品

（町外の方です）
11月、職場体験に来た中学生製作
のクリスマスの壁面とミニテーブル
のかわいい展示！

特別整理期間の休館
２/13㈪～２/22㈬

図書館２館の本を点検し、
館内を整えるための特別
整理期間により、休館し
ます。

11月

12月

6月

6月

2016
みなさんの作品といっしょに本の展示！

図書館に、
作品を見に

おいでください。

地域おこし協力隊便り Vol.

22

2017年のスケジュール

吉備中央マルシェからのお知らせ
　明けましておめでとうございます！
　吉備中央マルシェにとっても２回目の新年となりました。
　昨年、自然薯祭りとタイアップして行った11月のマルシェは今までで一番多い、1400人ものお客
様にご来場いただきました！少しずつ前進できているのも、マルシェの会場にお買い物に来てくだ
さった皆さん、出店いただいた皆さん、いつも応援してくださっている皆さんのおかげです。本当
にありがとうございます！
　至らぬところばかりの若輩者が開催を始めた小さなマルシェですが、このマルシェを本当に大事
に思っています。これからも皆さんの心に残る、愛される吉備中央マルシェであり続けれるよう、
知恵を絞り、汗をかいていこうと強く思っています。
　2017年のマルシェは３月から始動！ 下記のスケジュールでの開催を予定しております。岡山県
の真ん中、吉備中央町の魅力がギュッと集まる場所を目指して、本年も開催をしていきます。どう
ぞよろしくお願いします！

転入定住支援センター「いまここ」からのお知らせ
　2016年が終わり、新しい年を迎えました。
　今年の大きな柱は２つです！ １つ目は、前年と同様に最近転入された方や、もともと町内に住ん
でおられる方、転入を希望される方が集まり、情報交換や友達作りなどができる「いまここ交流会」
を開催すること。２つ目は、新しいイベントとして町外に住んでいて「田舎暮らし」を考えている
方に向けて吉備中央町の作物を使ったワークショップを開催していくことです！
　本年もより一層地域の為に活動していきたいと思いますので、今後とも「いまここ」をよろしく
お願いします。

● ３月12日（日）　午前８時〜午前11時

● ５月14日（日）　午前８時〜午後３時

● ７月 ９日（日）　午前７時〜午前10時

● ９月10日（日）　午前８時〜午前11時

●11月12日（日）　午前８時〜午前11時

営業は変わらず、月、火、金、土、日の５日間
10：00〜16：00までセンターを開けておりますので、
どんな小さな問題でも構いません。
いつでも移住相談、定住相談に来てください。
スタッフ一同お待ちしております。

※今年は回によって、開催時間が異なります。
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町以外からの

お知らせ

Information

「
司
法
書
士
・
税
理
士
・
土

地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料

相
談
会 

in 

県
立
図
書
館
」

　

司
法
書
士
・
税
理
士
・
土
地
家
屋
調

査
士
の
三
士
業
合
同
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
岡
山
県
立
図
書
館
で
開
催
し
ま
す
。

●
日　
時

　

平
成
29
年
２
月
11
日
㈯　

13
時
～
14
時

　

�

セ
ミ
ナ
ー（「
争
族
」
に
な
ら
な
い
た

め
の
相
続
対
策
）

　

14
時
～
16
時
30
分　

無
料
相
談
会

●
内　
容

　

�

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
不
動
産
、

税
金
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

●
会　
場

　

岡
山
県
立
図
書
館

　
（
岡
山
市
北
区
丸
の
内
２－

６－

30
）

●
参
加
費　
無
料

●
予　
約　
不
要

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

 

☎
０
８
６

−

４
８
２

−

０
６
６
７

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）
が
サ
ポ
ー
ト
！

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

● 

ご
融
資
額　
お
子
さ
ま
１
人
あ
た
り

３
５
０
万
円
以
内

●
金　
　
利　
年
１
・
９
％　

固
定
金
利

※�

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た
は
世
帯

年
収（
所
得
）２
０
０
万
円（
１
２
２
万

円
）
以
内
の
方
は
、
年
１・５
％
（
平

成
28
年
９
月
９
日
現
在
）

● 
ご
返
済
期
間　
15
年
以
内
（
交
通
遺

児
家
庭
、
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た

は
世
帯
年
収
（
所
得
）
２
０
０
万
円

（
１
２
２
万
円
）以
内
の
方
は
18
年
以
内
）

● 

お
使
い
み
ち　
入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

● 

ご
返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

● 

保　
　

証　
（
公
財
）
教
育
資
金
融

資
保
証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ
る

保
証
も
可
能
）

　

�

詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
（「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
）
ま
た
は
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

 

☎
０
５
７
０

−

０
０
８
６
５
６　

 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

 

☎
０
３

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
ま
し
ょ
う
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
っ
て
お
よ
そ

１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
本
県
に
お
い
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
実
際
に
取
得
さ
れ

た
方
は
、ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
提
示
と
本
人
確
認
が
こ
れ
１
枚
で
で
き
る
唯

一
の
カ
ー
ド
で
、
口
座
開
設
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の

新
規
発
給
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
で

き
ま
す
。〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
取
組
は
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
お

住
ま
い
の
市
町
村
が
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
て
い
る
場
合
、
仕
事
帰
り
の
時
間
帯
に

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
容
易
に
取
得
で
き
ま
す
。〉

※
該
当
市
町
村
の
み

　

さ
ら
に
、
国
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
、
公
立
図
書
館
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
１
枚
で
図
書
の
貸
し
出
し
が
可

能
に
な
っ
た
り
、
子
育
て
に
お
け
る
各
種
手

続
き
が
簡
素
に
な
っ
た
り
、
お
手
持
ち
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
に
付
与
さ
れ
て
い
る
ポ

イ
ン
ト
を
、
希
望
す
る
自
治
体
の
商
店
街
な

ど
で
利
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
が
あ

り
、
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い
く

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
情
報
政
策
課

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
４
３
２

個
別
的
労
使
紛
争
の
相
談
・

あ
っ
せ
ん
～
職
場
で
の
労
働

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
相

談
や
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
～

　

岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
県
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
に
生
じ
た
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
（
紛
争
）
に
つ
い
て
、
専
門
家
が

公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
紛
争
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
は
、
当
事
者
ど
う
し
で
自
主
的
に

解
決
す
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す

が
、
自
主
的
な
解
決
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
労
働
者
が
使
用
者
か
ら
、
突

然
、
解
雇
を
通
告
さ
れ
た
り
、
賃
下
げ
、

配
置
転
換
な
ど
を
受
け
、
労
働
者
と
使
用

者
が
対
立
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
事
務
局
に
ご
相

談
い
た
だ
け
ば
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、

公
益
委
員
、
労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員

が
、
３
人
一
組
で
あ
っ
せ
ん
に
応
じ
て
い

ま
す
。
費
用
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
労
働
問
題
全
般
の
相
談
も
、
随

時
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
電
話
ま

た
は
、
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

 

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
５
６
３

Info
rmation岡山西税務署からのお知らせ

☆ 申告会場は大変混み合います。申告書の作成はご自宅で！ 便利で簡単！ 国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を
利用して e-Tax 又は郵送で提出！！

　※e-Taxによる申告は「マイナンバーカード」と「ICカードリーダライタ」の準備が必要です。

☆平成28年分の確定申告書の受付期間

☆申告会場の開設日程
　設置期間：平成29年２月16日㈭から平成29年３月15日㈬まで
　場　　所：ママカリフォーラム（岡山コンベンションセンター２階）　岡山市北区駅元町14番１号
　受付時間：午前９時から午後４時まで（相談は午後５時まで）
　お問い合わせ先：『確定申告テレフォンセンター』☎086－254－3411
　　　　　　　　　（税務署の代表番号と同じです。音声ガイダンスに従い【０番】を選択してください。）

　確定申告期間は、２月16日㈭から３月15日㈬ですが、土・日曜日は税務署の閉庁日であり、申告の相談及び窓口での申告書の受
付は行っておりません。
　なお、２月19日と２月26日の日曜日に限り、申告会場（ママカリフォーラム）で確定申告の相談を行います（ただし、税務署で
は執務を行っておりません。）おって、申告書は、郵送等又は税務署の時間外収受箱への投函により提出することができます。

災害時におけるストーマ用品の提供についてのお知らせ
　平成23年に起きた東日本大震災時にストーマ保有者への対応が混乱したことから、岡山県におけるストーマ保有者への災害対策
のため、ストーマ（人工肛門・人工膀胱）保有者に携わる医療者で構成される「岡山ストーマリハビリテーション研究会」は、平
成24年度に「岡山県ストーマ保有者災害対策の会」を発足しました。この会は、日頃から災害に備え、自分の使用しているストー
マ用品の備蓄の重要性についての啓蒙活動も行っています。
　また、災害発生から５日目頃には、県内の下記の病院に対して、ストーマ用品メーカーからストーマ袋が届けられることになっ
ています。これら拠点となる病院では、ストーマケアに従事している医療者が常駐しており、ケアのアドバイスも行っています。
　災害時には、ご自分がかかっている病院ではなく、まずは下記の病院に連絡してください。下記の病院とかかりつけの病院が連
携して、ストーマ用品の受け渡しを行ってくれます。
　また、いざというときのために、日頃からストーマ用品を２週間分備蓄するよう努めましょう。

災害時にストーマ用品の提供が行われる拠点病院
病 院 名 住　　所 電話番号

岡山大学病院 岡山市北区鹿田町2-5-1 ☎086-223-7151
岡山済生会総合病院 岡山市北区伊福町1-17-18 ☎086-252-2211
岡村一心堂病院 岡山市東区西大寺南2-1-7 ☎086-942-9900
倉敷中央病院 倉敷市美和1-1-1 ☎086-422-0210
チクバ外科胃腸科肛門科病院 倉敷市林2217 ☎086-485-1755
津山中央病院 津山市川崎1756 ☎0868-21-8111
井原市民病院 井原市井原町1186 ☎0866-62-1133
成羽病院 高梁市成羽町下原301 ☎0866-42-3111
瀬戸内市民病院 瀬戸内市邑久町山田庄845-1 ☎0869-22-1234
金田病院 真庭市西原63 ☎0867-52-1191

お問い合わせ先 　岡山県ストーマ保有者災害対策の会事務局（岡山大学病院内）　☎086－235－7257
 〒700-8558　岡山市北区鹿田町2-5-1

給与所得・年金所得の方は、見やすさ、分か
りやすさを重視した、専用画面を利用すれば
初めてでも簡単に申告書を作成できます。

所得税 及び 復興特別所得税 平成29年２月16日㈭から
平成29年３月15日㈬まで

消費税 及び 地方消費税 平成29年３月31日㈮まで

〜「確定申告書等作成コーナー」の４つのメリット〜

①税務署に出向く必要なし！

②自動で税額を計算！

③いつでも利用可能！

④プリントサービスにも対応！
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みなさんからお便り・
イラスト・写真を
お待ちしています。

みんなの
ページ

おめでとう
満１歳

Happy
 Birthday! １歳おめでとう。元気に育ってくれてあ

りがとう。３人も子供がいるからこの１年
が早送りみたいであっという間に時間が
過ぎて気づいたら伝い歩きしてたね。こ
れからもいっぱい遊ぼうね。Je t'aime.

● 平成28年２月10日生まれ ブ
ー
ヴ
ィ
エ 

ソ
ニ
ア
蘭ら

ん
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

すくすく大きくなってね。

● 平成28年２月15日生まれ 菅す
が
の野  

花か

こ心 

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

輝かしい誉れ ～栄光をたたえます～

　３位以内を目標にしていたので、中国大会で優勝できたことが信じられなかったです。夏の時期は、吉備
高原愛好クラブで走り込みを行うなど練習に励みました。来年度も夏の大会でいい成績を残し中国大会に出
場したいです。また、中学３年生になる時に全国大会が岡山県で開催されるので、出場できるように頑張り
たいと思います。

Comment

加賀中学校１年（吉備高原マラソン愛好会所属）

  桑村　太陽 さん（吉川）
●第54回岡山県中学校総合体育大会
　（７月21日〜22日：シティライトスタジアム）
 男子１年　1500m　３位
●第50回中国中学校陸上競技選手権大会
　（８月８日〜９日：島根県立浜山公園陸上競技場）
 男子１年　1500m　優勝
●岡山県中学校秋季陸上競技大会
　（11月６日〜７日：津山陸上競技場）
 男子　　　 800m　２位
 男子１年　1500m　３位
●第47回ジュニアオリンピック陸上競技大会出場
　（10月28日〜30日：神奈川県日産スタジアム）

桑村さんは、今年の夏の大会に向けて練習に励まれています。これからもますますのご活躍をお祈りしています。

今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
成
人
式
で
、
新

成
人
を
代
表
し
て
誓
い
の
こ
と
ば
を

力
強
く
述
べ
て
い
る
様
子
で
す
。
保

護
者
、
来
賓
関
係
者
が
見
守
る
中
、

新
成
人
た
ち
は
社
会
人
と
し
て
決
意

新
た
に
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
「
成
人
式
」
の
取
材
で
、
私
が
小

学
校
６
年
生
の
時
に
小
学
校
１
年
生

だ
っ
た
後
輩
と
約
十
年
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん

な
何
処
か
し
ら
面
影
が
あ
り
懐
か
し

く
感
じ
ま
し
た
。
会
話
の
中
で
、
み

ん
な
そ
れ
ぞ
れ
目
標
や
夢
を
持
ち
勉

学
に
励
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
子
が
県
外
の
大
学
や
専
門
学
校

に
通
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
印
象

的
で
し
た
。
誰
し
も
、
一
度
は
都
会

や
街
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と
憧
れ
ま

す
。
若
い
と
き
に
色
々
な
経
験
を
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
し

か
し
、
色
ん
な
経
験
を
し
た
ら
、
経

験
さ
せ
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
場

所
＝「
故
郷
」
の
こ
と
を
想
い
、
両

親
の
こ
と
を
想
い
、
地
元
へ
帰
ろ
う

か
と
い
う
考
え
を
頭
の
片
隅
に
置
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の

取
材
を
通
し
て
、
新
成
人
か
ら
元
気

を
も
ら
う
と
と
も
に
、私
自
身
も「
故

郷
」
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
直
す

い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

 

田
淵

EVENT INFORMATION
イベント情報

第11回吉備中央町文化協会総合文化祭のお知らせ
開 催 日 　平成29年３月11日㈯ ～ 平成29年３月12日㈰
会　　場 　ロマン高原かよう総合会館
主　　催 　吉備中央町文化協会
 ※詳しい内容等については、広報きびちゅおう３月号に掲載、
 　またチラシを封入予定です。

お問い合わせ先 　吉備中央町文化協会事務局（吉備中央町教育委員会事務局内）
 ☎0866－56－9191

「宝くじまちの音楽会」南こうせつ with ウー・ファン
～心のうたコンサート～　実施決定！

　南こうせつさんと一緒に歌っていただく吉備中央町民合唱団の参加者大募集！
　平成29年５月17日㈬にロマン高原かよう総合会館で開催が決
定しました。併せて「宝くじまちの音楽会」で、吉備中央町民合
唱団としてステージへの参加者を募集しています。
※ 今月の広報紙に同封している「南こうせつと一緒に歌おう♪吉

備中央町民合唱団 参加者募集」に必要事項をご記入の上、お
申し込みください。

日　　時 　平成29年５月17日㈬
 　開場：午後６時
 　開演：午後６時30分
 　終演：午後９時予定
会　　場 　ロマン高原かよう総合会館
料　　金 　2,000円（宝くじ助成による特別料金）
そ の 他 　 チケット発売日は、広報きびちゅうおう３月号（２月20日発行）に
 　掲載させていただきます。

お問い合わせ先 　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301
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　12月４日、ロマン高原かよう総合会館で、「生涯学習・人権フェスタ in 
吉備中央」が開催されました。
　開会行事では、昨年度のへそっぴーポイント上位取得者の方に対し、そ
の意欲と頑張りを称え町長より表彰がありました。
　発表では、御北小学校における人権教育の取組や町での人権教育の取組

「明るい家庭づくり」作文の発表などが行われました。続いて行われたム
ツゴロウ先生による「命に恋して」と題した
記念講演では、世界各地を旅する中で出会っ
た多くの人や動物との触れ合い、交流を紹介
し、その中で感じられた人権意識について

ユーモアを交えてご講演され、約600人の参加者は熱心に聴き入っていました。
　また、会場内では、人権をテーマにした習字や標語の作品も展示。学び体験コー
ナーでは「おいしいコーヒーの味わい体験」や「昭和の時代を振り返る」、「生涯スポー
ツ」の展示コーナーが設けられました。

生涯学習･人権フェスタ in 吉備中央TOPIC 2

　イベントでの体験を通して読書への関心を高めてもらうため、11月23
日にロマン高原かよう総合会館で「平成28年度読書フェスティバル in き
びちゅうおう」が開催されました。
　フェスティバルでは、加賀中学校生徒による見せ語りをはじめ地元グ
ループ「ゆう＆ゆう」のおはなし会、「レインボー」の人形劇が披露され
ました。
　また、川端誠さんの絵本ライブでは、ユニークなお話に観客から拍手が
送られました。
　そのほか会場内では、各学校の読書に関する取り組みの展示や、工作コー
ナー等も設けられ、町内外から集まった約400人の親子連れは、気軽に本
に触れ、読書に親しみながらイベントを楽しんでいました。

読書の秋を満喫！TOPIC 1
PHOTO
TOPICS

成人の日の思い出
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

子どもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎�0866-54-1314　 �0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail�kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　12,133人（−27） 男　5,872人（−19）
女　6,261人（−８） 世　帯　5,632戸（−７）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）

●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※平成29年１月１日現在　（　）は前月との増減

　12月２日、円城幼稚園で行われたもちつき会の手伝いに行きました。
くどで火を起こしてもち米を蒸し、石臼でぺったんぺったんつきました。
年に１回のもちつき会を、子どもたちも私たち愛育委員もみんなが楽し
みにしています。
　おもちをつくのも楽しいけれど、子どもはやっぱり食べるのが一番。
小さくちぎったおもちを大事に丸め、自分のお皿に入れて食べる子ども

たち。その幸せそうな顔を見る私たちもほっこりした気持ちになります。
みんなでついて、みんなで食べる、つきたてのおもちは最高でした。会
の終わりには、子どもたちも私たちもお互いにありがとうと言いあい、
握手を交わしました。子どもたちが喜んでくれて、私たちも嬉しくなり
ました。天気にも恵まれて、本当に楽しいもちつき会になってよかった
と思いました。

愛育委員会活動報告

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）
香 典 返 し（金一封）　繁森　恒昭（豊岡上）、歳原圭一朗（納　地）、菅野　　徳（上　竹）
 池田美智男（　北　）
この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

円城支部

栄養委員さんからの One Point アドバイス タアサイの栄養
＊ 冬に強い野菜のひとつです。寒さにあたることで丈が伸びず甘味

が増し、もっとも美味しくなります。
＊ 栄養価は高く、特にカロテン、ビタミンB1、B2、カルシウムが

豊富な緑黄色野菜です。
　 また、アクも少なく、葉も柔らかいため、そのまま調理すること

ができます。

・�タアサイは苦味のある野菜ですが、にんにく、生
姜などの香味野菜やごま油を使うことによって食
べやすくしました。
・�どの料理にもあう野菜ですのでぜひ試してみてく
ださい。

材　　料  作　り　方
タアサイ   250ｇ
冷凍エビ   ５尾
にんにく   少々
生姜   少々
ごま油   大さじ１
塩   少々
しょうゆ   小さじ１
中華スープ   大さじ１

１．タアサイはざく切りにして冷水につける。
２． フライパンにごま油を敷きよく絞ったタアサイ

に塩少々入れ炒め取り出す。
３． フライパンにごま油を敷き、刻んだにんにくと

生姜を入れ香りが出たらエビを炒め、しょう
ゆ、中華スープを入れタアサイを加え上下を返
して調味料をからめる。

エネルギー：107kcal　たんぱく質：7.4g　カリウム：677mg　カルシウム：162mg　食塩：0.7g

１日350ｇ　両手１杯の緑黄色野菜　両手２杯の淡色野菜を
生活習慣病予防のために食べよう！

円城栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜『タアサイ』 タアサイの炒め物（２人分）
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